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気生藻類および土壌藻類綜述 II問

広瀬弘幸キ・秋山 優**

H. HIROSE and M. AKIY AMA: A Rview ot Aerial and Soil Algae II 

An Annotated List of Genera of Aerial and Soil Algae 

Arranged Systematieal1y 

気生藻あるいは土壌藻として，今日までに報告されている藻類は極めて

多く，その数は約300種を超えるものと思われるが，ここにそれらの中の代

表的な属の目録を作っておくことは，今後の研究上有益と考えられる。以下

に列挙する属種の中には，厳密な分類学的精査を必要とするものもあろう

が，一応今日までに発見されたものとして，その歴史的な意義をも含めて参

考に供したいと思う。

DIVISION CHLORO医HYTA

Class Chlorophyc泡ae

Order Volvocales 

Family Chlamydomonadaceae 

本科の藻類はすべて，ベん毛を有し，運動性を有するところから，その

大部分は，淡水中に生育しているが，土壌中からも，かなりのものが知られ

ている。多くの場合はパルメラ状態 (cystform)を呈する。培養基上で養っ

てもパルメラ状であると，遊走子を形成するまでは種の同定は困難である。

Chlamydomonas EHRENBERG， 1833. 各地の土壌から，パルメラ時代の

ものが多数認められる。 c.terrestris陀 T田恒N，C. suban伊 losaF町四国et
JG剛， C. calcicola FRITSCH et JI佃 N，C. pluristigma BRISTOLなど13種程
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が知られている。

Ca融市D邸悶G，1866. FRITSCHとJOHN(19位)が英国の土壌から c.
arenicola FRI'Iま耳目 JOHN，C. acidicola FRIT宮'Het JOHNの2種を報告し

ている。

Order Tetrasporales 

Family Palmellaceae 

Palmella LYNGB.， 1819， emend. CHODAT， 1902. Chlamydomonasの.バ

ルメラ期と混同し易い。これまでに，P. mucosa KUETZ.， P. miniata (LIEBL.) 

CHOD.などが知られており， Malayaの土壌から報告され (JOHN由民 A.，

1962)，本邦にも産する。

Gloωcys出 NAEG.，1849. 淡水のプランクト γあるいは湿原に普通で

あるがF阻まE とJOHN(1942)，陀rERSEN(1931)により G.vesiculosa NAEG. 

が報ぜられている。

Hormotila BoRZI， 1883. H. mucigena BoRZIが湿った岩の上から知ら

れ，また HIL叩 NとTRArNOR(1963)は 1種をH.sp.として Connecticut

の土壌から分離している。

このほか本科に所属するものとして Hormotilopsisgelatinosa TRA町OR

et BoLD， H. tetmvacuolaris ARCE， Chl07.anomala palmelloides M白衣Aなど

が知られている。

Family Coccomyxaceae 

Ourococc田 GROBETY，1909; emend. CHODAT， 1913. O. bicaudatus 

GROB孟TYが本邦土壌および Malayaから知られている。

Dactylo曲eceLAGERH.， 1883. D. bmunii LAG町田.が土壌から知られ

ている。

Coccomyxa ScHMIDLE， 1901. Chlamydomonasのパルメラ期と似てし、

るが，ピレノイドをもたない。 C.dispar SCHM.， C. subglobosa PAS四回など

4種程が知られている。

Botrydina B阻B.， 1839. B. vulgaris BREB.が知られている。

Order Ulotrichales 

Family Ulotrichaceae 

Stichococcus N.組G.，1849. 寒天培養基上ではしばしば数細胞に切断さ
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れ，Hormidiumの培養型と混同され易い。 S.baci・llarisNAEG.， S. exiguus 

G回 N.，S. variabilis W. et G. S. WFSrなどが知られている。

Hormidium Ku町 Z.，1843; emend. KLEBS， 1896. 湿潤な樹皮あるいは

土壌表面などに大形のコロユーを形成する。H.flaccidum A. BR.， H. nitens 

ME阻 GH.，H. crenulatum KUETZ.などが知られている。

Inter副umCHODAT， 1922. 1. paradoxum CHOD. et TOPALI，およびそ

の変種 var.reticulatum FRITSCH et JOHNなどが英国の土壌から認められて

いる。

Geminella TUPPIN， 1828; emend. LAGERH.， 1883. PET皿 SEN(1931)に

より G.terricola P町皿S聞が報告されている。

この他，本科に所属するものとしては，Gloeotilaρrotogenita KUETZ.， 

Ulothrix tenuissima KUETZ.， Microspora pachyderma (WILLE) LAGERH.な

どが知られている。

Order Chaetophorales 

Family Chaetophoraceae 

本目もまた大部分のものが淡水産であるが，土壌藻として極めてよく適

応したものもみられ興味深い。

Stigeoclonium KUETZ.， 1843. 大部分のものが河川などの流水系区に

産するが，筆者ら (1961)は未同定の l種を土壌表面から得ている。

Iwanofia PASCHER， 1905. 本属は，Stigeocloni・umとよく類似している

が 2本のベん毛を有する遊走子を形成する点で明かに異なっており，また

糸状体も発達が悪い。最近 SAXENA，P. N. (1961)は，インド産のものを報告

している。

Fritschiella lYENGAR， 1932. インド・アフリカ・ビルマ・ノミキスタン・

日本などに産する。湿潤な土壌表面に，緑色の斑点状のコロニーを形成する。

大部分は，南方から報告されているが，筆者らの調査によると北海道でも，

畑地などに極めて多数産するのが認められた。 F.tuberosa lYENGARが最も

普通であるが，最近 SULTANULAZIZ， K. M.とISLAM，N. (1962)はパキスタ

ンから F.simplex AZIZ et ISLAMを記載している。

Microthamnion NAEG.， 1849. PETERSEN (1931)は M.kuetzingianum 

NAEG.を報じているが，筆者らもまた同種を島根県下の土壊から得ている。
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Oliv，町iaNAYAL， 1935. O. terrestris NAYALがエジプトの土壌から分

離されている。

Pseudoleptosira NA Yι，1935. P. calcarea NAYALがエジプトの土壌

から分離されている。

この他本科に所属するものとしては， Pleurastrum terrestre FRI'Iヨ耳目

JOHN， P. paucicellulare VIS泊回， P. insigne CHODAT， Pseudendroclonium 

basiliense VぉαIERなどが知られている。

Family Pleurococcaceae 

Ple町 ococcusMEl'氾GH.，1842. 最も普通にみられるものとして P.nae-

gelii CHODAT (P. vulgaris NAEG. non勘血NEGH.Protococcus viridis AG. pro 

parte)があるが， これらの中にはよく Chlorococcumや Trebouxiaなどが

混在しているので一応純粋培養により精査する必要がある。

Family Trentepohliaceae 

スミレモ科は古くから知られている最も代表的な気生藻である。大部分

のものが細胞中にヘマトクロームを含みオレンジ色を呈する。

Tren加lpohliaMARTIUS， 1817 (incl. Chroolφ's AG.， 1824; Nylandera 

HARII町， 1890)本属の種類は，大部分肉眼的であるが，顕微鏡的な大きさの

ものもある。樹皮(スギ・ヒノキなどに多L、)，岩盤上あるいは土壌表面に大

群落を形成するものもあるが，葉の表面，葉状地衣の表面などにも着生する。

本部に最も普通にみられるものとしては T.aurea (L.) MART.， T. umbrina 

(KUETZ.) 1加IRN.がある。

Phy駒 UnumPRINTZ， 1921. Trentepohliaによく類似しているが，細胞

の形態，分裂の様式・不動胞子の形成がみられる点などで異なっている。 T.

monilia (DEWILD.) PRINTZ 1種が知られているが，最近 ISLAN(1960)は本種

の変種として V紅 .subsρ，haerica ISLAlvIを記載している。

S加matochroonPALlvI， 1934. 極めて小形の藻類で，高等植物の気孔部

に寄生している。 S.lage7・-heimiiPALlvI 1種が知られてL、る。

Phycopeltis MILLARD.， 1870. 径 1--5mm前後の円盤あるいは不規則

な盤状体を形成し，高等植物の葉の表面に着生し，オレンジ色の斑点を呈す

る。本邦産のものとしては P.ep砂'hytonMILLARD.， P. arundinacω(MONT.) 
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DEToNI， P. irregulal.is (SCHM.) WILLEなどが知られており，この他数種が

世界各地から報告されている。

Cephaleuro8 KUNTZ.， 1829 (Mycoidea CUNN.， 1879)高等植物の葉のク

チクラ層下に寄生し，直径 0.5-1cm位のオレンジ色の病斑を形成する。本

邦でもツバキ，サザンカ，チヤなどの葉に極めて多くみられ，未松四郎 (1957)

が報告している。本邦に最も普通な C.virescens KUNTZ.のほかに，C.coffeae 

WENT， C. la即 isKAR訂.， C. pur.抑 rens(RACIB.) WILLEなど13種程が記載
されている。

この他，本科に所属する藻類としては，Chrooderma endoρhytica F即・

τま::H， Gongrosira terricola BRISTOLなどが知られてL、る。

(Order Schizogonialesに所属する PrasiolaMENEGH.， 1838のなかにも

岩盤上に着生するものが知られているが，いわゆる気生藻あるいは土壌藻と

は多少趣を異にするのでここでは略する。〕

Order Oedogoniales 

Family Oedogoniaceae 

Oedogonium LINK， 1820. 本属のものは，すべて淡水中に生育するが，

稀に土壌表面に認められることがある。しかしそれは大部分異常なものと考

えられる。町T皿 S凶 (1931)および筆者ら (1961)が未熟のものを報告して

L 、る。

Oedocladium STAHL， 1891.本属のものは1種だけをのぞいてすべて

土表生である。 Odgamyによる有性生殖を行うが，無性的には，ヘマトクロ

ームを含む休眠胞子の形成あるいは仮根上に形成される芽体により増殖す

る。本邦産のものとしては o.operculatum TI即釧Yが知られてし、るが，こ
の他 O.protonema ST.組 L，O. albermalense LEWIS， O. lewisii WHITF.， O. 

terrestre BISW.など 10種程が知られている。

Order Cladophorales 

Family Cladophoraceae 

Rhizoclonium KUEZING， 1843. 渓流の近くの岩上などにしばしばみら

れるが，普通の気生藻とは多少趣を異にしている。 R.hieroglyhpycum (AG.) 

KUETZ.などが普通にみられる。

WittrokieI1a WILLE， 1909. 唯一の種w.parado:xa WILLEが，ノール
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ウェイおよび米国から知られている。本邦でも今津と広瀬 (1961)が兵庫県

下の塩田の土壌に産することを報じている。

Order Chlorococcales 

F amily Chlorococcaceae 

本科の藻類はL、ずれも単細胞で，遊走子を形成する。分類上の形質とし

ては，細胞の内部構造，遊走子形成様式，遊走子の形態などに重点がおかれ，

これらをしらべるには純粋塊養を必要とする。この方面での STARR(1955)， 

HE悶∞N(1958)， DEl江間N(1959)等の研究は極めて重要なものである。

Chlorococcum MENEGH.， 1842; emend. STARR， 1955. STARR (1955)に

よると従来報告されているC.humicola (NAEG.) RABENH.を含む大部分の種

はいわゆる speciesinquirendaeとして今後の精査が必要であるという。な

ほ確実なものとして今日知られているものは， C. echinozygotum STARR， C. 

hypnosporum STARR， C. minitum ST組 R，C. vacuolatum ST組 R，C. oleo-

faciens TRAINOR et BoLD， C. infu均 num(SCHRANK.) MENEGH. ex ST成 R，

C. wimmeri RABENH. ex STARR， C. diplobionticum HERN∞N， C. puncta-
tum ARa et BoLD， C. pinguideum ARCE et BoLD， C. perforatum ARCE et 

BoLD， C. tetrasporum ARa et BoLD， C. aplanosporum ARCE et BoLDなど

である。

Trebou玄iaDEPuIMALY， 1924. 本属の種類は大部分地衣体の構成にあ

ずかっているものであるが，土壌中にも産する。

Radiosphaera SNOW， 1918. R. dissecta (KORSCHIK.) ST組 R，R. miniata 

HE悶∞Nなどが知られている。

Dictyococcus GR町 ECK，1907. 本属の種として記載されていたいくつ

かのものは STARR(1955)により Bracteacoccusに編入された。 D.varians 

GE悶.emend. ST ARRが知られてし、る。

Bracteacoccus TEREG.， 1923 ex ST組 R，1955. B. minol・(CHOD.)PET-

ROVA (Dictyococcus minor F'TEROVA)， B. terrestl"is (KOL et F. CHOD.) ST組 R，

B. helveti切 s(KOL et F. CHOD.) STARR， B. gernecki (WILLE) STARRなどが

知られている。

Muriella PETERSEN， 1932. M. ter・restrisPETERSEN 1種が知られて

いる。
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Spongiochloris STARR， 1955. S. spongiosa STARR， S. exentrica STARR， 

S.わ少icaτRAINORet McLEANなどが知られている。

Dictyochloris VISCHER ex STARR， 1955. D. fragrans VISCHER 1種が

知られている。

Neochloris ST組 R，1955. 本属は STARR(1955)により aquariumの中

から分離された N.aquatica ST ARRを typeとして設定されたものである

が，その後 HE悶∞N(1958)， ARCE， G.とBoLD(1958)等により，土壌から

N. terrestris HERN∞N， N. gelatinosa HERNOON， N. miniata ARCE et BoLD， 
N. fusispora ARCE et BoLD， N. pyrenoidosa ARCE et BoLDなどが報告され

ている。

Spongiococcum DEADSON， 1959. DEADSON (1959)により， Alabamaの

土壌からS.tetrasporum DEADSON， S. alabamense DEADSONが報告されて

いる。

Nau句coccusKORSCHIKOFF， 1926. N. pyriformis KORSCHIK.が知られ

ている。

Planktosphaeria G. M. SMITH， 1918. 本属の typespeciesである P.

gelatinosa G. M. SMITHは湖沼のプランクトンとして知られているものであ

るが，土壌からは P.paradoxali・s(MILLER) STARR， P. botryoi・'desHERN∞N 
の2種が知られている。

Family Dictyosphaeriaceae 

Dictyosphaerium NAEGELI， 1849. 本属のものも大部分淡水のプラン

クトンとしてよく知られているが，土壌からも D.minitum PErERSENおよ

び D.terrestre FRITSCH et JOHNが知られている。

Family Protosiphonaceae 

Protosiphon KLEBS， 1896. 土壌藻のひとつとして古くから知られてい

るものであるが，Botrydi・umの幼体と混同し易い。ヨード反応によるテスト

を必要とする。 P.botryoides (Ku町 z.)KLEBS， P. ci・nnamoneus(MENEGH.) 

DROUET et DAIL Yなどがある。

Family Oocystaceae 

ChlorelJa BEIJERINCK， 1890. しばしば湿潤な土壌表面などにみられる
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ことがあるが，他の類似する属と混同され易いので純粋培養により精査する

必要がある。C.vulgaris BEI].， C. botryoides PETERSEN， C. conglomerata 

(ARTARI) OLTM.などが報告されている。

Palmellococcus CHODAT， 1894. 筆者らは火山灰土壌地帯から P.pro・

tothecoides (KIRCH.) CHOD. ?と考えられる藻体を得ているが再精査が必要で

あると考えている。

Trochiscia KUETZ.， 1845. 淡水のプランクトンとしても出現するが，湿

潤な樹木の表皮，土壌などにもみられる。 T.asperaぼEINS四)HA悶 G.，T. 

retz切 laris(REI悶 CH)HANSG.， T. hirta (RE凶S叩)HANSG.などが知られて

いる。

Oocystis NAEG.， 1855. HILTONとTRAINOR(1963)は Connecticutの

土壌から未同定の 2種を報告している。

Ankistrodesmus CoRDA， 1838; emend. RALFS， 1848. 本属の種類も

大部分淡水のプランクトンとして知られているが，土壌から A.falcatus 

(CoRD.) RALFSが分離されている。筆者らもまた，島根県下の丘陵地帯の麦

畑の土壊から本種を得ている。

Selenastrum REINSCH， 1867. 筆者らの調査するところでは，木属の種

類を畑の土壌から得ているが，種名は未決定である。

Dactylococcus NAEG.， 1849. D. bicaudatus A. BR.， D. dispar W. et 

G.S. WESTなどが知られているがScenedesmusを培養すると Dactylococcus

stageヵ:あり， TRAINOR (1963)もScenedωmusdimorphus (TuRp.) KUETZ.で‘

この型の存在を報告しており，この点充分な注意が必要である。

Tetraedron KUETZ.， 1845. T. bitl・idensBECK-MA.NNAG.が土壌から分

離されているが， STARR (1954)は本種の遊走子形成を観察しており，この点

で分類上精査が必要である。

Family Scenedesmaceae 

Scenedesmus MEYEN， 1829. 本属の種類も淡水のプランクトンとして

極めて普通であるが，土壌からも多数分離されている。寒天培養基上では

Dactylococcus stage， Chodatella stageなどの特殊な形態を呈することがあ

るので注意を要する。土壌からは S.dimorphus (TuRP.) KUETZ.， S. bijuga 

(TURP.) LAGERH.， S. obli・抑制(Tu即.)KUETZ.， S. longus MEYEN， S. tetrades-
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miformis (WOLZ.) CHOD.などが分離されている。

Order Chlorosphaerales 

Family Chlorosphaeraceae 

Chlorosarcina GERN.; emend. VISCHER， 1933. C. stigmatica DEAD-

SONなどが知られてし、る。

Chlorosarcinopsis HE悶∞N，1958. C. minor (GERN.) HE悶∞N，C. 

dissociata HERN∞N， C. agregata ARCE et BOLDなどが知られている。
Chlorospha位。psisVISCHER， 1933; emend. HERN∞N， 1958. 土壌か
らは C.alveolata HERN∞Nが分離されている。
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この科の種類はいずれも高等植物の葉，あるいは茎の表皮細胞下に寄生

生活をすることが知られているが本邦にはまだ知られていない。

Phyllosiphon KUEHN， 1878. テンナンショウ科の Arisaema，Arisa・

Tumなどの葉の組織中に寄生する。糸状の Coenocyteである。 P.arisari 

K四 HNが知られている。

Phytophysa Bo回E，1913. イラクサ科のミズ Pilea類の茎に寄生する

P. treubii V AN BoSSEが知られている。

Order Zygnematales 

Family Zygnemataceae 

本科の種類の大部分は淡水産であるが，属によっては Zygogonium，Siro・

cladiumなどのように，ほとんどの種が地表生のものも知られている。また

少数ではあるが他の属にも地表生のものが知られている。

Mougeotia AGARDH， 1824. M. adnata lYENGARが土壌表面から記録

されているほか PETERSEN(1931)も未同定の 1種を報告している。

Zygnema AGARDH， 1824. Z. terrestre RA.NDHAw Aがインドの湿地上

から報告されている。

Zygogonium KUETZ.， 1843. 本属の種類はすべて湿潤な土壌表面に産

する。細胞液中に紫色のいわゆる藻類アントチアンを含むものもある。接合

子形成は極めて稀である。 15種程が知られていて，本邦産のものとしてはz.
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ericetorum KUETZ.， Z. kumaoense RA1叩IH.，Z. punctatum T AFTなどがある。

Zygnemopsis (SKUJA) TRANSEAU， 1934. Z. spiralis (FRITSCH)τRAN-

詔 AUが，南アフリカで湿潤な岩の上から得られている。

Spirogyra LINK.， 1820. 陀 T皿S凶 (1931)が未同定の 1種を報告して

いる。

Siroel副liumRANDHA WA， 1941.本属の種類はいずれも湿潤な粘土質

土壌の表面にみられ，S. kumaoense RANDH.， S. vandalurense R泊四日.， S. 

maharashtrense RANDH.などが知られている。

Family Mesotaeniaceae 

Mesotaenium NAEG.， 1849. 湿潤な岩などの上に，肉眼的大きさの粘質

のコロニーを形成することがある。 M.macrococcum (KUETZ.) Roy et BI田.，

M. violascens DEBARY， M. chlamydosporum DEBARYなどが知られてL、る。

Cylindroeystis MENEGH.， 1838. 湿潤な岩の上，土壌表面などにみられ

る。 c.brebissoni MENEGH.とその変種var.minor W. et G. S. WFSrなどが
知られている。

Netrium NAEG.， 1849; emend. LUETKEM.， 1902. PETERSEN (1931)によ

りN.digitus (EHRENB.) ITZIG. et ROT.が報告されている。

Family Desmidiaceae 

Clos随riumNITZS.， 1817. P町田租N (1931)， Fru'Iま耳と JOHN(1942) 

等により C.pusillum HANTZ. var. monoli鴻umWITTR.， C. parvulum NA回.

が報告されている。

Penium DE BREB.， 1844. 陀 T皿 S凶 (1931)によって P.cucurbitinum 

BI笛.f. minor W. et G. S. WFSrが報告されてし、る。

Tetmemorus RA日"8， 1844. PETERSEN (1931)によって T.granulatus 

(B:阻B.)RALFSが報告されている。

Eu踊加lmEHR町 B.，1832; emend. RALFs， 1844. 町四郎副 (1931)お

よびFru古田と JOHN(1942)によって E.dubium NA回.， E. sublobatum 

DE BREB. var. subdissimile WFSrが報告されている。

Cosm町iumCoRDA， 1834. 町四郎副 (1931)およびFruTS叩と JOHN

(1948)により C.cucurbita BREB.， C. subcucumis SCHMID.， C. anc，ゆ'sLUND.， 
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C. ochthodes NORDST.， C ρ'ygmaeum ARCH.など 13種程が報告されている。

DIVISION EUGLENOPHYTA 

Class Euglenophycea巴

Order Euglenales 

Family Euglenaceae 

BRACHER， R. (1929)や JAHN，T. (1946)による とEuglenaのある種にお

いては，土壌表面がノミノレメラ状の形態のもので被われ，着色されることがあ

るとしづ。しかし， 一般的にこの科のものは土壊には少ない。

Euglena EI-IRENB.， 1838. FRITSCHと JOI-IN(1942)は英国の土壊から

E. mutabl:五sSCHMITZを報告している。

故木 下 虎 一 郎博士 の 追憶

山田 幸男

本誌前号の報公uにもある通り木年3月23日，本会々員農学博士木下虎

一郎氏が永らくの闘病の後小樽市の自宅に於し、て逝去された。誠に痛恨の至

で悲みにたえない。自分は北海道へ来てから博士が元気で，主として北海道

の浅海増殖，特に海藻の調査研究に従事された聞い

つも相談をうけ，又自分の研究上には計り刻仏、教示

をうけ言葉通り共に手を携えて海藻の仕事に従来し

てきたと言えると思ふ。従って同氏の言卜に按し誠に

言表はし様のない悲しみと淋しさを痛感するので

ある。

博士は明治 36年4月7日和歌山県田辺市に生

れ3 県立田辺中学を経て東京水産大学の前身農林省

水産講習所に学び大正 13年 3月養殖科を卒業，神

奈川， 和歌山両県の水産試験場に奉l~誌の後昭和 8 年北海道水産試験場に赴任

された。そしてその直後から吾々の協力が初ま ったのである。それというの

は同氏は水産講習所在学中から故岡村金太郎先生の指導をうけ，その誠実な

人格，又その真撃にして熱心な研究態度等から先生の注目されるところとな
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